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製造業でのPanasasユーザ
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ホスティング型
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インターネット

パブリック
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B社

クラウド基盤技術を使っ
て企業内に構築されたコ
ンピューティング環境

仮想的に切り分
けられたB社専用
のクラウド領域

利用者を限定し
ないオープンな
クラウド



製造業でのPanasasユーザ
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オンプレミス型
プライベート

クラウド

A社本社

A社支店

• 大規模な計算リソースの共有ス
トレージ（複数のクラスタ群）

• 様々なネットワーク環境
（GbE/10GbE/InfiniBand)

• 多くのユーザが利用

• 複数ユーザが様々なシミュレー
ションを同時実行

• 計算機リソースを意識すること
なく利用

• 様々な解析分野で利用

– 流体解析、構造解析、最適化
など



製造業でのPanasasユーザ

スケーラブルシステムズ株式会社

オンプレミス型
プライベート

クラウド

A社本社

A社支店

• マルチジョブでのスループット

• シミュレーションでのI/Oボト
ルネックの解消

• 解析分野すべてに最適なI/O処
理の実現

– 小規模ファイルの大量I/O

– 大容量ファイルのアクセス

– ランダムI/O

• 高い信頼性と容易な運用管理

国内での製造業のお客様の
Panasasの導入でも上記のような
成果が得られています。



製造業でのPanasasユーザ

• 課題
– ストレージのボトルネックの解消
– ストレージシステムの管理・運用コスト（時間

と手間）の最小化
– ミッション・クリティカルな用途で利用可能な

信頼性
• ソリューション

– Panasasストレージを利用してのベンチマー
クテストは目標の性能をクリア

– 従来のNASをPanasasで置き換え
– 1PB以上の容量のPanasasを導入

• 投入成果
– 他のユーザの実行ジョブの影響を受けることな

く、複数のCFDシュミレーションの実行が可
能

– ストレージ管理・運用の負担を大幅に低減
– ミッション・クリティカルな用途としての信頼

性が得られる

Case Study: CD-adapco Enhances Product Design with Faster Simulations

スケーラブルシステムズ株式会社

http://www.panasas.com/sites/default/files/uploads/docs/Success Stories/Panasas_Case Study_MFG_CD-adapco_FINAL_2015-10-16.pdf


製造業でのPanasasユーザ

• I/Oのボトルネックの解
消で複雑なシミュレー
ションの高速化が可能

• 他のユーザに影響を受け
ることなくシミュレー
ションの実行が可能

• 安定に稼働することで、
システムの存在自体を気
にすることなく利用可能

• GUIなどで容易に管理可
能

• Panasasストレージは
様々なノード数とコア
数で利用されている
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Panasas と STAR-CCM+

•PanasasパラレルNFS
– Panasasのパラレルストレージソ
リューション

– 最先端のCFDアプリケーションに画
期的な性能を向上をもたらす

– アプリケーションの実行に際して、
透過的にパラレルI/O処理を実現

– 単一ジョブの実行性能と複数ジョブ
でのスループットを劇的に改善

•利用環境
– 解析データ、 解析結果、可視化デー
タなどのマネージメントが容易
（Linux/Windowsからの同一ファ
イルへのアクセス）

– ストレージの増設などもオンライ中
に透過的に実行可能

CD-adapco STAR-CCM+ Solution Brief
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http://www.panasas.com/sites/default/files/uploads/docs/Solutions Briefs/Parallel Storage Solution Delivers Breakthrough Performance for Advanced CFD Applications.pdf


パラレルNFS

• 一般のNFSサーバ • パラレルNFS

RAID RAID RAID

計算クライアント 計算クライアント

ボトルネック
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Panasas パラレルNFS

• スケールアウトNAS
• ホットスワップ可能なブレード

アーキテクチャ

• DirectorBlade
– メタデータクラスタ
– 複数サーバでのシステム管理
– データのレプリケーション
– メタデータ処理の負荷分散
– フェイルオーバー機能

• StorageBlade
– クライアントとの直接データ
パス

– クライアントからのパラレル
データ処理

– 自動負荷分散

Mac OS X
Linuxクラスタ
クライアント

StorageBlade

DirectorBlade 直接データパス

メタデータ

管理機能
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STAR-CCM+ I/O 性能比較

• シリアル処理(NAS)
– プロセッサコア数が増
えても性能は同じ
（CPU性能に比例しな
い）

• パラレル処理(Panasas)
– シリアルI/Oを大幅に上
回る性能

– プロセッサコア数（並
列度）に応じたI/O性能
の向上

– 並列処理によるCPU時
間（計算時間）とI/O処
理時間の双方の短縮

ベンチマークプラットフォーム
STAR-CCM+ Version 6.05.073 | 計算クラスタ 16ノード（Intel 
Xeon X5650 CPUs ） 17M cell Epsilon
Euskadi Le Mans car model | InfiniBand と10GbE ネットワーク
| Panasas ActiveStor 12 120TB parallel vs. serial access
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典型的な解析ワークフロー
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ネットワーク
アタッチトストレージ

(NAS)

Network 
Attached Storage 

(NAS)

ネットワーク
アタッチトストレージ

(NAS)

Network 
Attached Storage 

(NAS)

ネットワーク
アタッチトストレージ

(NAS)

MB’s MB’s MB’s

解析データと解析処理の管理インフラ

Linux

MB’s MB’s MB’s

プリ処理 解析処理 ポスト処理

メッシュ作成 ソルバー実行 可視化

ボトルネックとデータ管理の課題



Panasasでの解析ワークフロー
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解析データと解析処理の管理インフラ

Linux

プリ処理 解析処理 ポスト処理

メッシュ作成 ソルバー実行 可視化

MB’s GB’s MB’s

 パラレルファイル・システム
 共有ストレージ
 容量と性能のスケーラビリティ

MB’s

ボトルネックとデータ管理の課題を解決

PanasasスケールアウトNAS



ハイブリッドデータ管理
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SSD SATA DISK

高いIOP性能
小さなファイル処理と

メタデータ管理

低コスト・大容量
大きなファイルを

パラレル処理

インテリジェントな
ハイブリッド
データ管理

大容量
キャッシュメモリ

レイヤー

• SATA HDD ドライブ
への格納

• RAID構成による高い
スループット

• SSDへのデータ格納
による高いIOPS

• ファイルシステムの
処理性能の向上

メモリキャッシュ、SSD、
SATA HDDドライブのハ
イブリッド構成

高いコストパフォーマンス
のためのレイアマネージメ
ント
ファイル毎に自動で最適な
データ配置を実行



Panasasを選択する理由

Panasasを導入されたお客様への
アンケート調査（外部調査会社）

• 「ストレージ管理」の
負荷が非常に低い

• 容量と性能のリニアな
スケールアップ

• 複雑なワークロードで
の高い性能

• ユーザが増えても性能
劣化がない

スケーラブルシステムズ株式会社



PanasasスケールアウトNAS
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PanActive Manager

Director Blade

PANASAS ACTIVESTOR

Storage Blade

ブレードで構成されたNAS
(Network Attached Storage)ア
プライアンス GUIまたはCLIによるグローバルな管理

ダウンタイムなしでのシステム増設

スケーラブルなシングル・ネームスペース
のパラレルクラスタ・ファイルシステム

自己回復型のデザインを採用し、ディスク、ブレード、電源、ネットワー
クスイッチなど、システム全体で発生する障害に対する強力な保護を実現
自動的なフェイルオーバーを実現するネットワークの冗長データ・パス

インテリジェントなファイル毎の
オブジェクトベースRAID機能



性能、容量のスケーラビリティ

Performance scaling independently verified by ESG:

http://performance.panasas.com/wp-esg-web.html
スケーラブルシステムズ株式会社
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Panasas ActiveStor

容量に比例して性能も
リニアにアップ

一般的なNAS

容量を増やしても性能
アップはない

http://performance.panasas.com/wp-esg-web.html


ホームページとお問い合わせ先
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スケーラブルシステムズ

この資料の無断での引用、転載を禁じます。

社名、製品名などは、一般に各社の商標または登録商標です。な
お、本文中では、特に® 、TMマークは明記しておりません。

In general, the name of the company and the product 
name, etc. are the trademarks or, registered 
trademarks of each company.

Copyright Scalable Systems Co., Ltd. , 2005-2016. 
Unauthorized use is strictly forbidden.

電話でのお問い合わせ
0120-090715
携帯電話・PHSからは（有料）
03-5875-4718
9:00-18:00 (土日・祝日を除く）

WEBでのお問い合わせ
www.sstc.co.jp/contact

ホームページの更新と
資料アップデートはこ
ちらに掲載されます。

新製品情報とニュース
を紹介しています。

各製品ラインの概要
説明と各製品へのリ
ンクになります。

お問合せとお見積り
はオンライン問合せ
をご利用ください。

Facebookでも最新
情報やニュースを適
時紹介しています。



クラウドサービス
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5つの必須の特徴 説明

オンデマンドベースのセルフ
サービス

消費者（ユーザー）は、サービスプロバイダーの人的関与を必要とせず、自動
的に、一方的にコンピューティング能力（サーバーやネットワーク・ストレー
ジ）を利用できる。

広域なネットワークアクセス
コンピューティング能力は、各種の消費者のプラットフォーム（携帯やラップ
トップ、PDAなど）から、ネットワークを通じてサービスや資源にアクセス
できる。

ロケーションに依存しないリ
ソースプール

プロバイダーのコンピューティング資源は、マルチテナントモデルにより、複
数の消費者に提供され、その物理的・仮想的資源は消費者の需要に応じて動的
に割り当てられる。その際、消費者は、一般的に、どこで計算がなされるか、
管理できず、知見を有さないという点で、場所に独立的である。

迅速な拡張性
コンピューティング能力は、急速かつ弾力的に、スケールイン・スケールアウ
トされて、提供される。消費者からみると、コンピューティング能力は、無限
にあるように見え、必要な時に必要な量を購入することができる。

測定可能なサービス

クラウドシステムは、計量能力を利用することにより、サービスのレベルに応
じて、資源利用の管理・最適化が自動的に行われる。資源の利用は、プロバイ
ダー、ユーザーの両方にとって、監視、制御され、透明性をもって報告される。

米国NIST（アメリカ国立標準技術研究所：National Institute of Standards and Technology）

米国NISTのクラウドの定義で述べられている「5つの必須
の特徴(Five Essential Characteristics)について



クラウドサービス実現のための技術
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5つの必須の特徴 PanasasスケールアウトNASが提供する基盤技術

オンデマンドベースのセルフ
サービス

• ネットワークアタッチトストレージ
• 動的な自動負荷分散とデータの最適配置
• 自己診断と予防対応が可能なシステムマネージメント

広域なネットワークアクセス
• 一般的なGbE/10GbE経由でのアクセス
• 複数プロトコル – DirectFlow / SMB / NFSでのアクセスが可能

ロケーションに依存しないリ
ソースプール

• グローバルネームスペースによるマウントポイントの一元化
• 複数ユーザの相互干渉の影響なしでのファイルアクセス
• GUI/CLIによるグローバルな一元管理が可能
• 稼働中に動的にユーザ領域の拡張も可能

迅速な拡張性
• 容量の拡張に比例した性能向上
• 無停止での動的システム拡張が可能
• 数十PBまでスケーラブルに拡張可能

測定可能なサービス

• 個々のクライアントのデータ転送のモニター
• ボリューム毎にリソースの割り当て（ユーザ、容量など）
• 利用量制限（クォータ）の設定
• ユーザ・グループ毎の利用量の把握
• ボリューム毎のスナップショットの取得

「5つの必須の特徴」は、クラウド・コンピューティングの本質
的な価値を実現する要件


